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市 政 ル ポ 三原市

人
が
輝
き
活
力
と
幸
福
を
実
感
で
き
る

海
・
山
・
空 

夢
ひ
ら
く
ま
ち
づ
く
り

陸
・
海
・
空
に
開
け
た

交
通
の
要
衝
・
三
原
市

　

平
成
17
年
３
月
、
旧
三
原
市
、
本
郷
町
、
久
井
町
、

大
和
町
の
１
市
３
町
が
合
併
し
て
新
生
・
三
原
市
が

誕
生
し
た
。
合
併
の
結
果
、
三
原
市
は
広
島
空
港
、

山
陽
自
動
車
道
、
山
陽
新
幹
線
、
瀬
戸
内
海
に
面
し

た
港
湾
を
併
せ
持
つ
、
文
字
通
り
「
陸
・
海
・
空
の

交
通
の
要
衝
」と
な
っ
た
。

「
本
市
は
旧
三
原
市
時
代
か
ら
陸
と
海
の
交
通
の
要

衝
で
し
た
。
陸
で
は
山
陽
自
動
車
道
、
Ｊ
Ｒ
山
陽
新

幹
線
と
Ｊ
Ｒ
山
陽
本
線
・
呉
線
の
各
停
車
駅
、
海
で

は
瀬
戸
内
海
の
島
々
や
四
国
と
も
定
期
航
路
で
結
ば

れ
る
三
原
・
須
波
港
、
さ
ら
に
物
流
基
地
の
性
格
を

持
つ
重
要
港
湾
尾
道
糸
崎
港
が
あ
り
ま
し
た
。
新
生

の
三
原
市
は
、
こ
の
瀬
戸
内
沿
岸
に
開
け
た
市
域
に
、

広
島
空
港
を
有
す
る
本
郷
町
、
豊
か
な
山
林
や
農
業

地
帯
を
有
す
る
久
井
町
、
大
和
町
と
い
う
空
の
玄
関

と
自
然
豊
か
な
山
間
部
、
優
良
な
農
業
地
帯
と
い
う

新
た
な
宝
を
加
え
た
の
で
す
。

　

現
在
整
備
中
の
国
道
２
号
三
原
バ
イ
パ
ス
、
山
陽

自
動
車
道
お
よ
び
中
国
横
断
自
動
車
道
・
尾
道
松
江

線
と
、
広
域
交
通
拠
点
の
広
島
空
港
を
結
ぶ
広
島

中
央
フ
ラ
イ
ト
ロ
ー
ド
、
中
心
市
街
地
と
新
た
に
加

わ
っ
た
北
部
各
地
区
と
を
結
ぶ
県
道
三
原
東
城
線
恵

下
谷
バ
イ
パ
ス
な
ど
が
完
成
す
れ
ば
、
三
原
市
の
交

通
拠
点
性
は
さ
ら
に
高
ま
り
ま
す
」

そ
う
語
る
の
は
五
藤
康
之
市
長
で
あ
る
。

　

三
原
市
で
は
現
在
、
こ
う
し
た
交
通
の
要
衝
と
し

て
の
特
徴
を
生
か
し
、「
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
ま
ち
」

「
幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
」「
活
力
を
生
み
出
す
ま

ち
」
を
基
本
理
念
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い

る
。
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、「
海
・
山
・
空　

夢

ひ
ら
く
ま
ち
」で
あ
る
。

「
現
在
の
各
地
区
は
も
と
も
と
鎌
倉
時
代
か
ら
戦
国

時
代
に
か
け
て
、
後
の
小
早
川
隆
景
で
知
ら
れ
る
小

早
川
氏
の
影
響
の
下
に
一
つ
の
ま
と
ま
り
を
持
つ
地

域
で
し
た
。
そ
の
後
、
三
原
市
周
辺
地
域
は
、
根
底

の
部
分
で
深
い
つ
な
が
り
を
持
ち
な
が
ら
も
、
近
代

以
降
、
工
業
を
中
心
に
発
展
し
た
三
原
地
区
、
農
業

を
中
心
と
し
た
本
郷
・
久

井
・
大
和
地
区
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
特
性
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

『
海
・
山
・
空　

夢
ひ
ら
く
ま
ち
』と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
は
、
こ
れ
ら
の
各
地
区
が
そ
れ
ぞ
れ
に
持
つ
伝

統
あ
る
祭
り
、
臨
済
宗
佛
通
寺
派
の
大
本
山「
佛
通
寺
」

や
御
調
八
幡
宮
と
い
っ
た
歴
史
的
建
造
物
か
ら
豊
か
な

自
然
に
至
る
ま
で
の
多
彩
な
魅
力
と
人
・
物
な
ど
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
高
速
交
通
網
で
結
び
、
同
時
に
各
地
区

の
マ
ン
パ
ワ
ー
を
結
集
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
誰
も
が

健
康
で
、
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
す
た
め
の
合
言
葉
で
も
あ
る
の
で
す
」

交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
て

拠
点
と
し
て
の
優
位
性
を
高
め
る

　

市
長
の
言
葉
に
も
あ
る
県
道
三
原
東
城
線
恵
下
谷

バ
イ
パ
ス
の
整
備
事
業
は
、
地
形
的
に
山
間
部
に

よ
っ
て
隔
て
ら
れ
て
い
る
北
部
各
地
区
と
旧
三
原
市

地
区
を
ほ
ぼ
直
線
的
に
結
ぶ「
南
北
軸
」の
完
成
を
意

味
す
る
。

　

こ
の
県
道
三
原
東
城
線
恵
下
谷
バ
イ
パ
ス
を
含
め

て
、
交
通
拠
点
と
し
て
の
優
位
性
を
さ
ら
に
高
め
る

た
め
に
進
め
ら
れ
て
い
る
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
に
関
す

る
主
な
事
業
は
次
の
通
り
だ
。

（
１
）一
般
国
道
２
号
三
原
バ
イ
パ
ス
・
木
原
道
路

　

国
道
２
号
な
ら
び
に
市
内
の
交
通
渋
滞
の
緩
和
、

良
好
な
都
市
環
境
の
形
成
を
図
る
と
と
も

に
、
周
辺
都
市
と
の
広
域
的
な
交
流
連
携

を
強
化
す
る
た
め
の
整
備
促
進
。
全
通

す
る
と
三
原
バ
イ
パ
ス
（
糸
崎
町
〜
新
倉

町
）の
総
延
長
は
９
・
９
㎞（
４
車
線
）に
な

る
。
三
原
バ
イ
パ
ス
と
つ
な
が
る
木
原

道
路
（
尾
道
市
福
地
町
〜
糸
崎
町
）
は
総

延
長
３
・
８
㎞
（
４
車
線
）
で
、
両
者
の
結

節
点
で
あ
る
糸
崎
町
に
は
事
業
面
積
約

１
万
７
６
０
０
㎡
の
道
の
駅
が
建
設
さ
れ

る
予
定
だ
。
当
面
、
平
成
20
年
代
前
半
の

暫
定
２
車
線
に
よ
る
三
原
バ
イ
パ
ス
の
供

用
を
目
指
し
て
い
る
。

（
２
）広
島
中
央
フ
ラ
イ
ト
ロ
ー
ド

　

山
陽
自
動
車
道
と
広
島
空
港
お
よ
び
中

国
横
断
自
動
車
道
・
尾
道
松
江
線
を
相
互

に
連
絡
す
る
、
約
30
㎞
の
地
域
高
規
格
道

路（
本
郷
町
〜
世
羅
郡
世
羅
町
）。
こ
の
道

路
の
完
成
で
広
島
空
港
の
拠
点
性
が
さ
ら

に
高
ま
る
ほ
か
、
沿
線
の
地
域
活
性
化
促

進
が
期
待
さ
れ
る
。
現
在
、
約
10
㎞
の
区
間
が
、
平

成
22
年
度
の
暫
定
２
車
線
に
よ
る
供
用
を
目
指
し
整

備
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）県
道
三
原
東
城
線
恵
下
谷
バ
イ
パ
ス

　

三
原
バ
イ
パ
ス
や
中
心
市
街
地
と
山
陽
自
動
車
道

三
原
久
井
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、
北
部
各
地
区
を
結

ぶ
主
要
な
南
北
軸
と
し
て
、
路
線
の
改
良
整
備
を
促

進
す
る
予
定
で
あ
る
。
全
長
６
㎞
。

（
４
）
広
島
空
港
高
度
計
器
着
陸
施
設
（
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ⅲ
ａ
）

の
整
備

広島空港に向かう広島中央フライトロードのシンボル・空港大橋も完成間近

五藤康之
三原市長
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（広島県）

三原・須波港から瀬戸内海各島に出発するフェリー
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三原市　市 政 ル ポ

（広島県）

　

広
島
空
港
は
標
高
が
高
い
台
地
上
に
あ
る
た
め
、

霧
が
発
生
し
や
す
い
。
高
度
計
器
着
陸
施
設
（
Ｃ
Ａ

Ｔ
Ⅲ
ａ
）
は
、
濃
霧
飛
行
を
可
能
に
す
る
高
性
能
の

計
器
着
陸
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
平
成
20
年
度
に
設
置

済
み
。

（
５
）重
要
港
湾
尾
道
糸
崎
港
港
湾
施
設
整
備
事
業

　

尾
道
糸
崎
港
の
う
ち
松
浜
地
区
で
は
三
原
内
港
地

区
に
係
留
す
る
小
型
貨
物
船
の
収
容
と
、
物
流
機
能

の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
、
港
湾
施
設
の
整
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
本
事
業
は
市
街
地
の
「
住
工
混
在
」

の
解
消
を
図
る
上
で
も
重
要
な
事
業
と
位
置
づ
け
ら

れ
、
現
在
、
公
共
埠
頭
や
臨
港
道
路
な
ど
の
港
湾
施

設
お
よ
び
港
湾
関
連
用
地
な
ど
の
整
備
が
行
わ
れ
て

い
る
。
貝
野
地
区
に
お
い
て
も
、
港
湾
工
事
で
発
生

す
る
浚

し
ゅ
ん

渫せ
つ

土ど

を
活
用
し
て
護
岸
工
事
を
行
い
、
用
地

が
造
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

陸
海
空
の
拠
点
性
を
生
か
し
た

多
彩
な
活
性
化
事
業

　

三
原
市
の
交
通
拠
点
と
し
て
の
優
れ
た
地
理
的
条

件
は
、
と
り
わ
け
企
業
立
地
の
面
で
真
価
を
発
揮
し

て
い
る
。
例
え
ば
三
原
市
内
に
は
現
在
、
広
島
県
営

の
企
業
団
地
が
４
つ
あ
る
。
こ
の
う
ち
三
原
西
部
工

業
団
地
（
小
原
地
区
）
は
全
区
画
が
埋
ま
っ
て
お
り
、

残
り
の
、
大
和
工
業
団
地
、
三
原
西
部
工
業
団
地（
惣

定
地
区
）、
久
井
工
業
団
地
の
３
つ
の
工
業
団
地
が

分
譲
中
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
未
分
譲
地
は
大
和
工
業
団
地
、
久
井
工

業
団
地
と
も
各
１
区
画
だ
け
。
造
成
完
成
が
平
成
８

年
12
月
と
最
も
遅
か
っ
た
三
原
西
部
工
業
団
地
（
惣

定
地
区
）
も
シ
ャ
ー
プ
の
電
子
部
品
事
業
部
が
す
で

に
立
地
し
、
今
後
は
先
端
産
業
が
集
積
す
る
ハ
イ
テ

ク
団
地
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

各
工
業
団
地
と
も
、
広
島
空
港
・
Ｊ
Ｒ
三
原
駅
・

山
陽
自
動
車
道
・
三
原
港
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
至
近
な
陸
・

海
・
空
の
交
通
結
節
点
に
位
置
し
、
そ
の
利
便
性
に

富
む
立
地
が
企
業
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
三
原
市
と
そ
の
周
辺
地
域
は
、
縄
文
・
弥
生
・

古
墳
時
代
の
遺
跡
が
豊
富
な
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
温
暖
な
気
候
と
雨
の
少
な
い
気
象
条

件
、
豊
富
な
漁
獲
が
約
束
さ
れ
る
穏
や
か
な
瀬
戸
内

海
、
沿
岸
地
域
を
貫
く
山
陽
道
と
海
上
交
通
の
利
便

性
な
ど
、
同
地
域
が
は
る
か
古
代
か
ら
、
暮
ら
し
や

す
い
土
地
柄
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
証
し
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
土
地
柄
を
背
景
に
、
観
光
・
交
流
面
の

活
性
化
に
つ
い
て
も
、
瀬
戸
内
海
有
数
の
景
観
、
城

下
町
と
し
て
の
歴
史
、
山
間
部
の
緑
、
農
業
地
帯
の

農
業
体
験
、
さ
ら
に
は
山
・
海
・
里
の
幸
を
中
心
と

す
る
豊
富
な
食
材
な
ど
を
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
に
し

た
情
報
発
信
が
こ
れ
か
ら
積
極
的
に
推
進
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。

　

中
で
も
三
原
市
域
唯
一
の
離
島
で
あ
る
佐
木
島
の

存
在
が
注
目
さ
れ
る
。
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
の
景
勝

地
で
あ
る
筆
影
山
・
竜
王
山
か
ら
見
る
多
島
美
は
瀬

戸
内
海
随
一
と
も
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
眺
望
の

最
前
列
を
占
め
る
の
が
佐
木

島
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
毎
年

８
月
に
島
を
挙
げ
て
行
わ
れ

る
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
が

全
国
的
に
知
名
度
を
上
げ
つ

つ
あ
る
が
、
最
近
で
は
、
大

都
市
圏
か
ら
の
定
年
退
職
者

の
移
住
好
適
地
と
し
て
も
知

ら
れ
つ
つ
あ
る
。

「
佐
木
島
は
、
美
し
い
海
と
白

砂
青
松
、
季
節
ご
と
に
実
る

ミ
カ
ン
・
ハ
ッ
サ
ク
・
レ
モ

ン
そ
し
て
メ
ロ
ン
な
ど
の
豊

富
な
果
実
類
、
海
辺
の
動
植

物
の
宝
庫
で
あ
る
干
潟
な
ど
、

旅
行
者
を
引
き
つ
け
る
魅
力

に
事
欠
か
な
い
、
本
当
に
天

国
の
よ
う
な
場
所
で
す
。
三

原
市
内
に
は
県
立
広
島
大
学

保
健
福
祉
学
部
の
キ
ャ
ン
パ

ス
が
あ
り
ま
す
が
、
大
都
市

圏
か
ら
こ
の
大
学
に
赴
任
し

て
き
た
先
生
の
中
に
も
、
佐

木
島
に
住
ま
い
を
希
望
す
る

方
が
お
ら
れ
ま
す
」（
五
藤
市
長
）

過
去
の
震
災
被
害
の
教
訓
を
生
か
し
た

三
原
式
・
水
道
事
業
を
展
開

　

前
述
し
た
よ
う
に
三
原
市
は
「
瀬
戸
内
海
式
気
候
」

特
有
の
温
暖
、
少
雨
、
多
照
型
の
気
象
条
件
下
に
あ

る
。
佐
木
島
が
か
ん
き
つ
類
を
豊
富
に
産
す
る
理
由

も
、
こ
う
し
た
気
象
条
件
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。

半
面
、
台
風
被
害
や
異
常
渇
水
な
ど
の
経
験
を
幾
度

も
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
瀬
戸
内
海
式
気
候

の
影
響
だ
。

　

現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
水
道
事
業
は
、
こ
の
よ
う

な
地
理
的
条
件
、
気
象
条
件
下
に
あ
る
三
原
市
な
ら

で
は
の
特
徴
的
な
事
業
の
一
つ
で
あ
る
。

「
豊
か
な
自
然
と
美
し
い
景
観
に
恵
ま
れ
た
三
原
市

で
は
、
自
然
に
優
し
い
環
境
共
生
型
の
生
活
の
実
現

と
と
も
に
、
質
が
高
く
、
防
災
面
に
も
優
れ
た
快
適

で
安
全
・
安
心
な
居
住
環
境
の
整
備
さ
れ
た
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
独
立
行
政
法
人
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）の

地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
促
進
事
業
の
補
助
を
受
け

た
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
備
え
る
西
野
浄
水
場

は
、
そ
の
象
徴
的
施
設
と
い
え
ま
す
」（
五
藤
市
長
）

　

西
野
浄
水
場
は
「
人
と
環
境
に
優
し
い
施
設
づ
く

り
」を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、
平
成
16
年
３
月
に
竣
工
し

た
。
人
と
環
境
に
優
し
い
ゆ
え
ん
は
、
緩
速
ろ
過
方

式
の
池
、
太
陽
光
発
電
、
チ
タ
ン
お
よ
び
ス
テ
ン
レ

ス
製
の
タ
ン
ク
・
配
水
池
の
採
用
、
さ
ら
に
は
庁
舎
・

備
品
な
ど
に
お
け
る
環
境
へ
の
配
慮
に
表
れ
て
い
る
。

　

西
野
浄
水
場
に
集
め
ら
れ
る
の
は
市
内
を
流
れ
る

小早川隆景が1567年に三原城を築いたときから始まったといわれる「やっさ祭り」は夏の風物詩

緩速ろ過方式など環境に優しい設備を持つ西野浄水場

西野浄水場の電力は840枚の太陽光発電モジュールで電気代を大幅に節約

瀬戸内沿岸で獲れるタコは三原市を代表する海の幸
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三原市　市 政 ル ポ

（広島県）

例
が
多
い
。
老
人
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
充
実
し
た

生
涯
学
習
事
業
、
子
育
て
支
援
、
市
民
の
健
康
づ
く

り
の
推
進
、
地
域
福
祉
・
社
会
福
祉
の
充
実
ぶ
り
に

も
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
平
成
22
年
度
を
目
標

に
全
市
域
に
敷
設
が
進
み
つ
つ
あ
る
光
ケ
ー
ブ
ル
網

を
活
用
し
た
情
報
基
盤
整
備
事
業
も
、
地
域
情
報
高

度
化
を
目
指
し
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
注
目
す

べ
き
事
業
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
多
角
的
か
つ
多
彩
な
地
域
の
活
性
化
事

業
と
並
行
し
て
、
平
成
17
年
３
月
の
合
併
以
来
、
五

藤
市
長
が
最
も
心
を
砕
い
て
き
た
目
標
を
挙
げ
る
と

す
れ
ば
、
そ
れ
は
市
民
の
一
体
化
の
促
進
だ
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
合
併
に
よ
っ
て

三
原
市
は
臨
海
部
、
山
間
部
、
農
業
地
帯
な
ど
そ
れ

ぞ
れ
に
個
性
を
持
っ
た
地
区
が
一
緒
に
な
っ
た
。
三

原
市
で
は
現
在
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
個
性
的
な
歴

史
・
文
化
・
自
然
を
、
高
速
交
通
網
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
し
、
高
度
情
報
化
を
進
め
る
こ
と
な
ど
で
、
す

べ
て
の
人
々
が
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
市
民
の
一
体
化
に
は

や
は
り
直
接
的
な
交
流
と
触
れ
合
い
が
不
可
欠
だ
。

「
そ
う
い
う
意
味
で
私
が
合
併
以
来
、
最
も
時
間
を

費
や
し
て
き
た
事
業
の
一
つ
が
、
各
地
区
を
訪
れ
て

の
市
政
懇
談
会
の
開
催
で
し
た
。
市
長
と
市
民
が
直

接
意
見
交
換
す
る
場
と
し
て
の
市
政
懇
談
会
は
ど
ん

な
と
き
に
も
重
要
で
す
が
、
合
併
に
よ
っ
て
自
分
た

ち
の
地
区
は
ど
う
な
る
の
か
、
新
生
・
三
原
市
と
し

て
の
将
来
的
な
方
向
性
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か

に
つ
い
て
語
り
合
う
こ
と
の
重
要
性
は
、
こ
の
４
年

間
、
私
が
市
長
と
し
て
最
も
意
識
し
て
き
た
こ
と
で

沼
田
川
の
水
だ
。
取
水
さ
れ
た
水
は
ま
ず
「
緩
速
ろ

過
方
式
」
の
池
に
た
め
ら
れ
、
細
か
な
砂
の
層
に
１

日
４
〜
５
m
程
度
の
ゆ
っ
く
り
し
た
速
度
で
通
さ
れ

る
。
ゆ
っ
く
り
と
ろ
過
す
る
こ
と
で
、
砂
層
に
存
在

す
る
微
生
物
に
よ
り
不
純
物
・
細
菌
を
取
り
除
く
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
自
然
の
中
で
雨
水
や
雪

な
ど
が
長
い
時
間
を
か
け
て
良
質
な
伏
流
水
に
な
っ

て
い
く
過
程
を
人
工
的
に
再
現
し
て
い
る
。
沼
田
川

の
水
が
も
と
も
と
良
質
で
あ
る
か
ら
こ
そ
実
現
可
能

な
方
式
だ
が
、「
三
原
市
の
水
道
水
は
お
い
し
い
」
と

い
う
評
判
の
秘
密
も
こ
こ
に
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
安
全

な
水
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
ろ
過
後
に
塩
素
を
注

入
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
最
低
限
に
と
ど
め

ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
設
置
し
、
太
陽

光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
電
力
に
変
換
し
、
浄
水
場
内
の
動

力
施
設
や
、
庁
舎
の
使
用
電
力
の
約
15
％
は
太
陽
の

光
と
い
う
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
て
い

る
ほ
か
、
塩
素
注
入
設
備
に
チ
タ
ン
製
タ
ン
ク
を
使

い
、
ろ
過
後
の
き
れ
い
な
水
を
た
め
る
配
水
池
の
材

質
も
ス
テ
ン
レ
ス
製
に
す
る
こ
と
で
、
い
ず
れ
も
高

耐
久
性
で
あ
り
、
将
来
そ
の
役
割
を
終
え
て
も
多
用

途
へ
の
転
用（
無
廃
棄
）が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

「
西
野
浄
水
場
の
隠
れ
た
真
価
は
、
災
害
時
に
発
揮

さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
災
害
に
よ
る
停
電
時
に
も
西
野

浄
水
場
が
標
高
70
メ
ー
ト
ル
の
高
所
に
設
置
さ
れ
て

い
る
た
め
、
市
内
の
西
部
・
東
部
に
あ
る
基
幹
配
水

池
に
高
低
差
を
活
用
し
た
自
然
流
下
方
式
で
水
を
送

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
主
要
施
設
に
は
自
家
発
電
設

備
を
整
備
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
併
せ
て
良
質
な
水

が
確
保
で
き
れ
ば
、
災
害
時
に
も
市
民
は
安
心
し
て

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」（
五
藤
市
長
）

　

三
原
市
は
平
成
13
年
３
月
の
芸
予
地
震
（
震
度
５

強
）
に
際
し
、
市
内
全
域
で
水
道
施
設
が
大
き
な
被

害
を
受
け
た
。
幸
い
３
日
で
復
旧
し
た
も
の
の
、
水

の
な
い
生
活
の
つ
ら
さ
を
体
験
し
た
。
こ
の
教
訓
か

ら
、
西
野
浄
水
場
の
先
進
性
だ
け
で
な
く
、
三
原
市

水
道
部
で
は
水
道
管
の
耐
震
化
、
全
域
給
水
停
止
を

防
ぐ
た
め
の
給
水
区
域
の
ブ
ロ
ッ
ク
化
、
応
急
給
水

所
の
常
設
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。市

政
懇
談
会
か
ら
得
た
声
を
踏
ま
え

じ
っ
く
り
と
市
民
と
市
政
の
一
体
化
を
目
指
す

　

三
原
市
の
実
施
事
業
に
は
、
ほ
か
に
も
優
れ
た
事

全国から参加者・観客が集まる佐木島で毎夏行われるトライアスロン大会

ＪＲ三原駅に隣接する小早川隆景が築いた三原城天守台跡

芸術文化センター（ポポロ）の客席

三原市の文化振興の拠点・芸術文化センター（愛称ポポロ）

し
た
。

　

幸
い
市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
を
頂
き
、
こ
の
春
か

ら
新
生
・
三
原
市
と
し
て
の
２
期
目
の
市
政
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
後
は
実
施
途
中
の
各
種
活
性

化
施
策
を
精
力
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
緩
速
ろ
過

方
式
の
浄
水
シ
ス
テ
ム
で
つ
く
る『
お
い
し
い
水
』の

よ
う
に
、
急
が
ず
、
じ
っ
く
り
と
各
地
区
の
皆
さ
ん

と
の
対
話
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
」（
五
藤
市
長
）

　

一
人
ひ
と
り
の
市
民
が
輝
き
、
幸
せ
を
実
感
す

る
こ
と
が
で
き
、
活
力
に
満
ち
た
「
海
・
山
・
空 

夢

ひ
ら
く
ま
ち
」
を
目
指
す
三
原
市
の
今
後
の
展
開
が
、

さ
ら
に
楽
し
み
で
あ
る
。　
（
取
材
・
文　

遠
藤　

隆
）

紺碧の海に展開する瀬戸内海の多島美は三原市を象徴する景観


